第１学年３組　算数科学習指導案
　　　　     場所　　１年３組　教室　　　　指導者　　吉永　郁子１　授業構想本学級の児童（３１名）は、これまでに身の回りにある空き箱や空き缶、積み木などの立体図形を用いた観察、形作り、仲間分けなどの活動を通して、立体図形の特徴に目を向ける学習活動を経験している。さらに、立体図形を構成する面を写し取る活動を通して平面図形の特徴に気づく活動をこれまでに経験している。本単元は、身の回りにあるものの形を観察したり構成したりするなどの活動を通して、平面図形についての理解の基礎となる経験や感覚を豊かにすることをねらいとしている。
本時では、色板４枚を用いて三角形を正方形に変える活動を通して、図形をずらす（平行移動）、回す（回転移動）、裏返す（対称移動）という基本操作を言葉で価値付け、同じ形でもいろいろな構成の仕方があることに児童の伝え合いを通して気づかせる。その際、言葉と色板の操作で説明し合う活動をペアや全体で取り入れ、基本操作を明確に意識できるようにし、児童が意欲をもって学習に取り組めるようにしたい。








２　単元名　　かたちづくり　（東京書籍１年下　P６４～P６８）
３　本時の学習（６時間扱い　３時間目）
（1） 目標　色板の動かし方を考えながら、いろいろな形を分解・構成することができる。
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	１　本時のめあてをつかみ、見通しをもつ。
（もんだい）
さんかくをましかくにへんしんさせよう。



（めあて）　いろいたのうごかしかたをかんがえよう。
たった


２　正方形に形を変えるための動かし方を考える。やくそく ①(う)と(え)はうごかさない。
②(あ)と(い)は１まいずつうごかす。
        



３　考えを交流する。
【言語活動】
ペアや全体で、自分の動かし方を話したり、自分の考えと比べながら聞いたりする。






















４　学習のまとめをする。いろいたを　ずらす、まわす、うらがえすと、ちがうかたちにかえられる。




５　適用問題を解く。

	○今日は、色板４枚で形を作ってみましょう。
○今日は、三角の色板４枚を真四角に変身させます。
・できるかなあ。
・どう動かすんだろう･･･。


○変身させるときのやくそくがあります。
あ

えう
い


○できた人は、どの色板を、どこに、どう動かしたか、色板を動かしながら隣の人に話しましょう。
・最初、(あ)を(う)の下にくっつけて・・・・。
・(い)はくるっと回さないと真四角にならないよ。
・回してもできないよ。
○みんなで確かめましょう。
えう
えう
①　　　　　　②　　　　　　③



○どの色板を、どこに、どう動かしたか、みんなに教えてください。黒板で動かすので指令を出してください。
・はじめに、(あ)を(う)の下にくっつけます。
・違う、違う！(あ) はくるっと回してにくっつけて・・・。
○「回す」んだね。
・そして(い)をそのまま(え)の下に動かします。
○「そのまま」動かすから「ずらす」んだね。
○真四角の色が違う人がいます。説明してください。操作役の人に黒板でうごかしてもらいましょう。
・はじめに、(い)を(え)の下にずらします。そして(あ)を(う)の下にずらして・・・あれ？
・「ずらす」では真四角にならないよ。
・ひっくり返したらできるよ。黄色になるよ。
○ひっくり返したから「裏返す」ということだね。
○まとめをしましょう。３つの動かし方がわかったね。

○最後に、三角をこのかたちに変身させよう。どう動かしたかも考えよう。①　　　　　 　②　　　　　　


	えう

・シルエットの図、色板の図を示し、学習の見通しをもたせる。
・前時の活動をふまえ、三角を作らせる。三角を作るのが難しい児童には補助線図を与え、形をとらえやすくする。



・「どこに」を表す言葉として「左・右」「上・下」 等を例示
　する。






・黒板で動かしてもらうために、どの色板を、どこに、どう動かしたかを、記号【(あ)～(え)】や、方向・位置を表す言葉等を使って説明させる。
・「ずらす（平行移動）」「回す（回
転移動）」「裏返す（対称移動）」
という言葉を加え、操作を価値
づける。



(評価)【考え方】(観察・発言)　Ｂ基準　
色板をずらしたり回したり裏返したりしながら、示された形を分解・構成することができる。
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（2） 展開

